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※ラウンドレッスン…実際のコース上で体験できるゴルフレッスンのこと。
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第１９回黒潮町社会福祉大会を開催

黒 潮町 ス ポ ー ツ 合 宿

こう いち

こう すけ

あさ ひお ぐら

　町では、1月中旬から3月中旬にかけて、スポーツ合宿が行われています。

　それぞれのチームの選手や監督からコメントをいただきました。

◆金沢学院大学サッカー部　2月7日（金）～2月12日（水）
吉村耕一選手「金沢では大雪の影響で、屋外で練習ができず

室内での練習を余儀なくされている。この合宿では、晴天で

サッカーできることの喜びや感謝をしながら、個々のスキル

アップやチーム力向上をめざして有意義な合宿にしたい」

◆大阪経済大学野球部　2月20日（木）～2月25日（火）
朝子颯選手「高知県が地元。充実した環境で練習できて感謝している。リ

ーグ優勝をめざして頑張る」

Topic　2月22日（土）には、黒潮スポーツ少年団の子どもたちを対象に

野球教室が行われ、キャッチボールやバッティング、ノック練習の後、最

後は試合も行いました。参加した吉門彩人さんは、「大学生と一緒に学べ

て楽しかったし嬉しかった。試合が一番楽しかった」と話し、境倫太朗さ

んは、「面白いこともしてくれて楽しく練習できた。機会があればまた大

学生のみんなと一緒に練習したい」と話しました。

◆札幌学院大学硬式野球部　3月12日（水）～3月21日（金）
平間康允監督「今年で3回目の合宿。練習環境だけでなく、人が良い。

選手たちの良い刺激になる。選手たちは毎日成長途上。10日間で自分の

課題を見つけてつぶしていってもらえれば。2部リーグを優勝し、1部リ

ーグに昇格して、神宮大会をめざしたい」

小椋旭陽主将「今の北海道はまだ外での練習ができない。球場の整備など

とてもよくしていただいて、充実した練習環境。自然豊かで美味しい食べ

物も楽しみにしている。集団生活をする少ない機会のため、今回の合宿で

結束力を高めてチームの目標を達成できるようにしたい

　２月１５日（土）、保健福祉センターで「認め合い、支え合い、高め合う地域社会に向けて～共生～」を
テーマに、「第１９回黒潮町社会福祉大会」が開催されました。
　表彰式では、浮津地区の小谷芙美子さん、大屋式地区の水口鹿子さん、万行地区の澳本造さん、小
川地区の塩田俊晴さんの４名が模範高齢者として町長表彰を受賞。また、ボランティア功労者として
坂折地区の大谷清水さん、藤縄地区の森田ルミ子さん、会所地区の山中富士子さんの３名が町社協会
長表彰を受賞しました。そのほか、学校募金で多額の寄付をした
として高知県共同募金会から三浦小、南郷小、上川口小の３校へ
感謝状が贈呈されました。意見発表では、南郷小の大西美尋さん
から「おじいちゃん、おばあちゃんのすごいところ」、佐賀中の伊
與木奏さん、伊興木斗眞さんから「２０２４年度地域活動の取組みに
ついて」と題して発表があり、大方高校の宮地陽茉梨さん、麻田
莞志さん、田城七壬さん、ＮＰＯ法人はらからより団体福祉活動の
紹介がありました。いずれの意見発表、活動紹介も今後の地域づ
くりのあり方について、改めて考えさせられる内容でした。
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